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午前１０時１５分 委員会開会 

○委員長（西田  真） おはようございます。 

 本日は、臨時議会ということで早朝より皆さんに

はご足労をかけておりますけど、よろしくお願いし

たいと思います。 

 また、５月１日から新市長の関貫さんということ

で、新たな豊岡市政もスタートしました。当局の皆

さんも委員の皆さんも思いは一緒でありますので、

豊岡市民のため、豊岡市政がいかによくなるかとい

うことを踏まえて、これからもお互いに一生懸命頑

張ってまいりたいと思います。よろしくお願いした

いと思います。 

 また、新型コロナのほうですけど、いろいろとま

た豊岡でも感染者が増えたりしておりますので、皆

さん、それぞれの立場でそれぞれを自制していただ

いて、蔓延防止等にならないように、感染しないよ

う、くれぐれもご注意を願いたいと思いますし、市

民の皆さんにもその旨も伝えていただきたいと思

います。 

 ただ、新型コロナウイルスワクチンの接種も始ま

っておりますので、該当の皆さんは、ちゃんと申請

して接種していただき、その辺も含めて、やってい

ただきたいと思っております。よろしくお願いした

いと思います。 

 それでは、着座で進めさせていただきます。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務０３．０５．１４

が本日の委員会のフォルダーであります。そこに本

日の委員会の資料を配信しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただき、スムーズな議事進行にご協力を

お願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いい

たします。 

 それでは、これより、３、協議事項、（１）付託・

分担案件の審査について、ア、委員会審査に入りま

す。 

 まず、報告第３号、専決処分したものの報告につ

いて、専決第６号、損害賠償の額を定めることにつ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 川見消防本部参事兼豊岡消防署長。 

○消防本部参事（川見 真司） それでは、議案書の

３ページをご覧ください。報告第３号、専決処分し

たものの報告についてご説明いたします。 

 本件は、市長に委任する専決処分事項の指定につ

いての規定により、専決処分しましたので、地方自

治法の規定により報告するものでございます。 

 続きまして、５ページをご覧ください。専決第６

号、損害賠償の額を定めることについてをご説明い

たします。 

 本件は、令和３年４月３日土曜日、午前８時３６

分頃に城崎町桃島９７５番付近において発生した

物損事故について、４月３０日付で専決処分したも

のでございます。相手方は、記載のとおりで、損害

賠償額は１４万３，０００円となっております。事

故の概要につきましては、豊岡市城崎町桃島地内に

おいて発生した救急事案に出動中の城崎分署救急

車が丁字路を左折しようとした際、相手方宅の門柱

に車体左側面が接触し、門柱を損傷させたものでご

ざいます。 

 現場付近図及び門柱の損傷状況につきましては、

お配りしております報告第３号、専決第６号の資料

をご覧ください。 

 今回の事故につきましては、安全確認不足と運転

操作の誤りにより発生したものであり、事故後、直

ちに職員全員に注意喚起するとともに、事故の状況

及び事故発生の原因について、署内で情報共有を図

っております。今後もさらに安全運転厳守、走行訓

練、駐車場等を利用しての車両間隔の確認及び車両

誘導訓練を実施し、再発防止の徹底を図ってまいり

ます。 

 このたびは誠に申し訳ございませんでした。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） まず最初に、お尋ねします。

消防のほうの損害額が、いつも大体事故になると、

豊岡市の損害額、全く示されないんですけども、消

防のほうの損害額をまず教えていただきたい。 

 それから、事故を起こしたわけですから、救急の

状況はどのようなバックアップ体制を取られたの

か、その辺の流れを教えていただけたらと思います。

まず、第１回目。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○消防本部参事（川見 真司） まず、救急車の損害

につきましては、２８万４，３２８円となっており

ます。 

 それから、救急の件につきましては、事故の発生

した場所から傷病者の宅がすごく近くにあったと

いうことで、傷病者について、特に不利益は発生し

ていないと考えております。以上です。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 損害額は分かったわけですけ

ど、これも同じように、市のほうから損害について

は補填されるのかどうかということと、それから、

たまたま近くだったわけですけども、今後、このよ

うな形が、どっか、例えば緊急で要請があって、途

中にたまたま事故に遭ってしまったというふうな

場合の救急体制の在り方というのはどのような、全

体の中でお持ちなのか、お伺いします。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○消防本部参事（川見 真司） まず、損害金のこと

につきましては、市有物件ということで、保険から

出ております。 

 それから、もう１点、途中で救急があった場合に

ついてですけども、それで車両が停止した場合につ

きましては、基本的には、もし自走が可能であれば、

救急車はそのまま現場に向かうようには指示をし

ておりますが、場合によっては、１名残すことも考

えております。それから、もしも自走が不可能であ

れば、早期に一番近い署所からの応援を要請するよ

うに徹底をしております。以上です。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） しっかりと、救急というのは、

人の命、安全を守る使命がございますので、やっぱ

り事故を起こさないように、今後、特に注意をして

救急活動に当たっていただきたい。以上でございま

す。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

 ちょっと私から１点、お尋ねします。 

 この接触した門柱の損傷状況、写真であるんです

けど、どのような補修の仕方をされたら１４万３，

０００円ってなるか、ちょっとお尋ねをしたいと思

います。 

 はい、どうぞ。 

○消防本部参事（川見 真司） 詳しい状況というの

は、私のほうでは、特には理解しておりません。た

だ、見積りの中を見させていただくと、門柱の修復

工事ということで、取り替えるような感じではなく、

削って、セメント等を塗って補修をするということ

だとは思いますけども、そこの部分は確認しており

ません。以上です。 

○委員長（西田  真） この写真を見た限りでは、

セメントで今補修をされるということをお聞きし

ましたけど、それで１４万３，０００円いうのは、

非常に高いなというちょっと疑問がありますし、そ

の辺も含めて、お尋ねをしたところであります。そ

の辺で、保険金額が、保険会社が払うんですけど、

その辺の金額もちゃんと精査をしていただくよう

によろしくお願いしておきます。 

 それでは、質疑はありませんので、これで質疑は

打ち切ります。 

 ご異議はありませんね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第３項、専決第６号は、了承すべきものと

決定いたしました。 

 次に、報告第４号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第７号、豊岡市市税条例及

び豊岡市市税条例等の一部を改正する条例の一部
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を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） それでは、９ページをご

覧ください。報告第４号、専決処分したものの承認

を求めることについてのうち、専決第７号について

ご説明いたします。 

 豊岡市市税条例及び豊岡市市税条例等の一部を

改正する条例の一部を改正する条例の制定につい

てご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、地方税法等の一部を改正す

る法律が令和３年３月３１日に公布され、その一部

が本年４月１日から施行されることに伴い、関係す

る市税条例等につきまして、所要の改正を行い、３

月３１日に専決処分を行いました。これにつきまし

て、地方自治法の規定に基づき報告し、承認を求め

るものでございます。 

 １７ページをご覧ください。条例案要綱に基づき

ましてご説明いたします。 

 まず、１の改正内容ですが、（１）のアにつきま

しては、個人の市民税の給与、または年金等の支払

者が扶養親族申告書を電磁的方法で提出する際の

税務署長の承認を廃止するものです。 

 （１）のイは、個人の市民税について、扶養親族

申告書を電磁的方法で提出している場合は、退職所

得申告書を電磁的方法で提出することができるこ

とについて定めています。 

 （１）のウにつきましては、軽自動車税の環境性

能割について、税率を１％減とする３輪以上の軽自

動車に令和２年度基準エネルギー消費効率等算定

軽自動車を加えることを定めております。 

 （１）のエにつきましては、固定資産税について、

宅地等及び農地の負担調整措置として、現行の負担

調整措置の仕組みを継続することを定めておりま

す。 

 （１）のオにつきましては、軽自動車税の環境性

能割を１％減する特例について、適用期限を９か月

延長し、令和３年１２月３１日までに取得したもの

を対象にすることを定めています。 

 （１）のカは、軽自動車税の種別割のグリーン化

特例について、令和１２年度基準エネルギー消費効

率に基づき、軽減区分の見直しをすること並びに軽

貨物自動車のうち、電気自動車及び天然ガス自動車

を特例の対象とすることを定めております。 

 （１）のキは、個人の市民税における新型コロナ

ウイルス感染症に係る住宅借入金等特別控除につ

いて、入居期限を令和４年度末とし、令和１７年度

まで控除を受けることができることを定めており

ます。 

 （２）は、令和元年豊岡市条例第３号の改正条例

における軽自動車税の施行期日に係る項ずれを修

正するものです。 

 １８ページをご覧ください。２の附則ですが、こ

の一部改正条例の施行期日は、令和３年４月１日と

することとしています。ただし、新型コロナウイル

ス感染症等に係る先端設備等に該当する家屋及び

償却資産に対する固定資産税の課税標準を条例で

定める割合とする特例の一部の改正規定等につき

ましては、産業競争力強化法等の一部を改正する等

の法律附則第１条第２項に掲げる規定の施行の日

から施行することとしております。（２）は、この

改正条例の施行に係る所要の経過措置を定めてお

ります。 

 １９ページ以降に、新旧対照表をお示ししており

ますので、ご清覧いただきますようにお願いします。

以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、報告第４号、専決第７号は、承認すべきもの
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と決定しました。 

 次に、報告第４号、専決第８号、豊岡市市税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） ３５ページをご覧くださ

い。専決第８号、豊岡市市税条例の一部を改正する

条例制定についてご説明申し上げます。 

 本件につきましても、地方自治法の規定に基づき

報告し、承認を求めるものでございます。 

 本件につきましては、軽自動車税種別割の納税通

知書の市長名変更に時間を要するため、今年度に限

り納期限を１か月延長し、６月３０日とすることを

定めているもので、５月６日から施行いたしており

ます。対象となります件数は約２万７，０００件の

通知の予定でございます。発送の予定は６月１０日

を目指して再調整をしている状況でございます。 

 説明は以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、報告第４号、専決第８号は、承認すべきもの

と決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１０時３１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３１分 分科会開会 

○分科会長（西田  真） 分科会を開会します。 

 それでは、これより、イ、分科会審査に入ります。 

 まず、報告第４号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第９号、令和２年度豊岡市

一般会計補正予算（第２８号）を議題といたします。 

 報告第４号、専決第９号中、当分科会に審査を分

担されましたのは、所管事項に係る歳入歳出予算補

正及び地方債補正についてであります。 

 十分な質疑時間を確保するためにも、財源更正の

みの補正については、当局からの説明は省略するこ

とといたしております。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明を、その後、組織順で各担当課から歳出及び

歳入等を一気に説明願います。 

 それでは、順次説明願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書の４１

ページをお願いいたします。専決第９号、令和２年

度一般会計補正予算（第２８号）でございます。 

 本案につきましては、地方自治法の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないということで、３

月３１日付で専決処分したものでございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１億４４１万４，０

００円を追加して、総額５９５億６，１６１万３，

０００円としたものでございます。 

 第２条で、地方債の廃止及び変更を行っておりま

す。 

 概要ですが、この２８号補正は、令和２年度予算

の最終補正でございまして、歳入は、各種譲与税、

交付金の額の確定による補正と、市債の借入額の確

定による補正が主なものとなっております。歳入に

つきましては、今申し上げました歳入の額の確定に

よる財源更正ということでございます。 

 概要は、以上で、財政課所管分を説明させていた

だきます。 

 歳出の６５ページをご覧ください。６５ページ、

一番上の基金管理費のうち、財政調整基金積立金１

億円は、今年度、２０２１年度に専門職大学に対し

て行う８億円の寄附に係るものでございまして、基

金に積立てを行おうとするものでございます。８年

間かけて８億円積み立てることとしておりまして、

この２０２０年度で３年目ということになり、３億
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円積立てができているという状況でございます。 

 続いて、７３ページをご覧ください。一番下段に

なりますが、市債の利子及び一時借入金の利子を合

計で５０３万６，０００円減額しております。 

 続きまして、歳入でございますが、戻っていただ

きまして、５２ページまでお戻りください。５２ペ

ージ、一番上段の地方揮発油譲与税からありまして、

５６ページの一番下段が交通安全対策特別交付金

となっております。これが財政課の歳入でございま

す。それぞれ先ほど申し上げたとおり、交付額が確

定いたしましたので、補正をいたしております。 

 その中で、５７ページの下から２段目をご覧くだ

さい。特別交付税でございます。４億９，６０６万

１，０００円を増額しております。総額で２５億８，

０３６万１，０００円となりまして、前年度と比較

しまして１億２０２万２，０００円の増となり、全

国８位という交付額ということになっております。 

 次に、５８ページ、５９ページをご覧ください。

一番上段で４行目にございます地方創生臨時交付

金でございます。その１段下の市町振興支援交付金、

これも財政課の所管でございまして、交付額の確定

により減額をするものでございます。 

 次に、そのページの最下段にございます土地売払

収入と、不用物品売払収入、これらにつきましても、

それぞれ収入済額に合わせて増減の補正を行うも

のでございます。 

 ６０ページ、６１ページをご覧ください。一番上

段の１行目の財政調整基金繰入金の減額ですけれ

ども、当初予算で一般財源の不足分として、財政調

整基金から１４億円の繰入れを予算計上いたして

おりました。今回、４億５，０１１万７，０００円

の減額ということでございまして、最終的には財源

不足に係る繰入れというのは、３億８，６００万円

となるという補正でございます。つまり、１４億円

と３億８，６００万円の差額であります１０億１，

４００万円が取崩しをしなくて済んだということ

になります。その１段下の兵庫県市町村振興協会市

町交付金でございますけれども、これも財政課の所

管ということで、宝くじの収益に係るものでござい

ます。 

 次に、最下段の市債につきまして、当委員会の関

係でございますけれども、１枠目でコミュニティセ

ンターの整備事業債、６３ページの消防債でござい

ますけれども、消火栓及びデジタル防災行政無線の

減額、さらに、一番下の枠になりますけれども、減

収補填債の減額が当委員会の所管分となりまして、

いずれも借入額の確定により、今回調整いたしたも

のでございます。 

 ４５ページ、４６ページに地方債補正の廃止及び

変更を計上いたしておりますけども、今の説明と重

複いたしますので、省略をさせていただきます。 

 財政課からは以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 三笠会計課長。 

○会計課長（三笠 孔子） それでは、まず、６５ペ

ージをお開きください。 

 一番上の基金管理費の中で、財政調整基金積立金

（利子）９４５万円の増加です。基金の利子につき

ましては、収入分をそのまま積み立てるということ

にしております。財政調整基金の中で、金銭信託の

利子が入ってるんですけど、この金銭信託が毎年９

月と３月に利子が入ってきますが、３月分の利子の

入る日が３月２３日だったんですが、想定よりも多

く収入されたということで、この利子収入が確定す

るのが３月８日に基準日がありまして、その日の為

替レートによって額が確定するということで、補正

予算に間に合いませんでしたので、専決補正をして

おります。 

 ５９ページをお開きください。収入のほうですけ

ど、基金運用利子、真ん中から少し下のところ、同

額で９４５万円の収入としております。 

 私からは以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 
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 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、報告第４号、専決第９号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、報告第４号、専決第１０号、令和３年度豊

岡市一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 報告第４号、専決第１０号中、当分科会に審査を

分担されましたのは、所管事項に係る歳入予算補正

についてであります。 

 当局の説明を求めます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書７７ペ

ージをお願いいたします。専決第１０号、令和３年

度一般会計補正予算（第３号）でございます。 

 本案につきましても、地方自治法の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないということで、４

月１２日付で専決処分をしたものでございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１億８，０００万円

を追加して、総額を４８５億５８１万円としたもの

でございます。 

 概要としましては、３点ございます。８９ページ

をご覧ください。 

 １点目が児童扶養手当を受給するひとり親世帯

や住民税が非課税である２人親世帯、さらに就学援

助を受給する２人親世帯に対して特別給付金を支

給するものでございます。 

 ２点目が、反転攻勢に取り組む市内企業への支援

策として、通常のステップアップ補助金というもの

がございますが、大規模投資を支援する特別枠を新

設するものでございます。 

 ３点目が市内の文化芸術団体等の活動再開を支

援するため、会場使用料及び感染症対策物品の購入

やレンタル費用の一部を補助するものでございま

す。 

 財源としましては、８６ページ、８７ページをご

覧ください。全額国庫補助金でございますが、その

うち、地方創生臨時交付金は１億９１５万円として

おります。 

 当委員会が所管いたします歳出はございません。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、報告第４号、専決第１０号は、承認すべき

ものと決定しました。 

 次に、報告第４号、専決第１１号、令和３年度豊

岡市一般会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 

 報告第４号、専決第１１号中、当分科会に審査を

分担されましたのは、所管事項に係る歳入予算補正

についてであります。 

 当局の説明を求めます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 議案書９１ページをお願

いいたします。専決第１１号、令和３年度一般会計

補正予算（第４号）でございます。 

 本案につきましても、議会を招集する時間的余裕

がないということで、４月２１日付で専決処分した

ものでございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１億８，０００万円

を追加して、総額を４８６億８，５８１万円とした

ものでございます。 

 概要としましては、新型コロナウイルス感染症対

策で２点ございます。１０３ページをご覧ください。 

 １点目が第１号補正でお認めいただいておりま

す住宅等改修支援事業、いわゆるＲｅｆｏｒｍ豊岡

について、増額補正を行うものでございます。 
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 ２点目が国の雇用調整助成金の特例が終了する

ことにより、企業に一部負担が生じるということで、

この企業負担相当額を支援することで、雇用の維持

と事業の継続を図ろうとするものでございます。 

 財源としましては、１００ページ、１０１ページ

をご覧ください。地方創生臨時交付金、被災者生活

再建支援基金繰入金のほか、財政調整基金繰入金と

しております。 

 当委員会が所管します歳出はございません。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、報告第４号、専決第１１号は、承認すべき

ものと決定しました。 

 次に、報告第４号、専決第１２号、令和３年度豊

岡市一般会計補正予算（第５号）を議題といたしま

す。 

 報告第４号、専決第１２号中、当分科会に審査を

分担されましたのは、所管事項に係る歳入予算補正

についてであります。 

 当局の説明を求めます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書の１０

５ページをお願いいたします。専決第１２号、令和

３年度一般会計補正予算（第５号）でございます。 

 本案につきましても、議会を招集する時間的余裕

がないということで、４月２８日付で専決処分した

ものでございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１億２，０００万円

を追加して、総額を４８８億５８１万円としたもの

でございます。 

 概要としましては、新型コロナウイルス感染症対

策で、第１号補正、それと、先ほど説明しました第

４号補正で認めていただいております住宅等改修

支援事業、いわゆるＲｅｆｏｒｍ豊岡につきまして、

増額補正ということでございます。１号補正で６，

０００万円、先ほどの４号で１億４，０００万円、

この５号で１億２，０００万円ということで、総額

３億２，０００万円ということでございます。 

 財源としましては、１１４ページ、１１５ページ

をご覧ください。全額財政調整基金繰入金としてお

ります。 

 当委員会が所管します歳出はございません。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、報告第４号、専決第１２号は、承認すべき

ものと決定しました。 

 以上で委員会に付託及び分科会に分担されまし

た案件の審査は終了しました。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かありましたら、ご発言願います。 

 はい、どうぞ。 

○消防本部参事（川見 真司） 先ほどの専決第６号

の説明で、事故の発生場所の番地を９７５番と説明

しましたが、９１７番の誤りでした。おわびして訂

正いたします。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 当局の皆さん、ありませんか。よろしいか。 

 委員の皆さん、ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、当局の皆さん、

ご退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。委員の皆さんはそのままお待ち

ください。 

午前１０時４７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４７分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 これより、３、協議事項、（２）意見・要望のま

とめについて、ア、委員会意見・要望のまとめに入

ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の審査の

終了しました。ここで、委員会意見、要望として、

委員長報告に付すべき内容について、ご協議いただ

きたいと思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開いたします。 

 休憩中に委員長報告に付すべき意見、要望につい

てご協議いただきましたけど、特にないということ

でありました。 

 委員長報告についてですが、内容について、正副

委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前１０時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） 分科会を再開します。 

 これより、３、協議事項、（２）意見・要望のま

とめについて、イ、分科会意見・要望のまとめに入

ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の審査は

終了しました。 

 ここで、分科会意見、要望として予算決算委員会

に報告すべき内容についてご協議いただきたいと

思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時４９分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５１分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開いたします。 

 今、休憩中に分科会長報告に付すべき意見、要望

のことをご協議いただきましたけど、特にないとい

うことでよろしいでしょうかね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、分科会長報告

についてですが、内容につきましては、正副分科会

長にご一任願いたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会します。 

午前１０時５１分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１０時５１分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開します。 

 これより、４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かあればお願いいた

します。何かありませんかね。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 総務委員会の管内視察は、緊

急事態宣言が出てるんで、延期になったと思うんで

すけど、予定としては、どのようなお考えをお持ち

ですかね。 

○委員長（西田  真） 事務局とも話ししたんです

けど、６月は６月議会がありますので、行けるんで

あれば、７月頃に予定したいなと思っております。

ただ、緊急事態宣言がどういうような状況に７月で
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なっとるんか、その辺も踏まえて、その辺が何も出

ていなければ管内視察もしたいと、７月頃に、思っ

ておりますので、その辺は、委員の皆さんも頭の中

に置いといていただきたいと思います。 

 井上委員、よろしいでしょうか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、以上をもちまし

て総務委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１０時５２分 委員会閉会 

──────────────────── 


